




施策

妥当性 妥当
上位施策である学校教育の充実を図るためには、確かな
学力の育成が必要である。

コスト削減の余地 有
事業の実施方法等を工夫することにより、経費を削減でき
る可能性がある。

受益者負担 適正
本施策は、義務教育の一環であり、事業によって受益者
から適正は負担を求めている。

上位貢献度 有効
本施策は、子どもたちの生きる力を育む上で必要な確か
な学力を身に着けさせるもので、学校教育の充実の貢献
度は高い。

類似事業の有無 無 代替事業はない。

成果向上の余地 有
児童生徒・教職員への指導等を工夫することにより、成果
向上を図る必要がある。

貢献度

達成状況

課題

取組方針

単位施策評価表　補表

5101　　確かな学力の育成

区分

内部評価

本単位施策は、子どもたちの学力の向上を図るための支援を行う事
業を実施しており、基礎的な知識・技能、思考力・判断力・表現力を身
につけさせるための効果があり、確かな学力の育成への貢献度は高
い。

全国的な義務教育の機会均等と水準を確保するため、児童生徒の
学力や学習状況を把握する目的で行う全国学力・学習状況調査にお
いて、昨年度に引き続き正答率が全国平均とほぼ同程度の結果と
なった。

全国学力・状況調査の結果を分析し、基礎的な知識を活用する問
題、自分の考えを述べる問題等に課題があることから、学習指導の
改善策を計画するとともに、保護者等と協力しながら継続的に進める
必要がある。また、子どもたちが自ら進んで学ぶ心を育むために、授
業に対する満足度も図っていく必要がある。

学力調査の結果に基づき、基礎的な知識、思考力、表現力の向上を
図る授業改善に向けたリーフレットを作成し、全小中学校に指導主事
等の指導訪問を実施することにより、教員の授業力の向上を図るとと
もに、保護者等の理解・協力を得ながら改善に努める。また、放課後
等を利用した補習事業等の取組の充実を図る。また、次期総合計画
における新たな成果指標について、課題を踏まえた検討を進めた
い。


